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1. 「速読」授業の実践 
1.1 「速読」の目的，そのスピード 
「英語読解」の授業を担当して 2 年目になり，去年は，訳読スタイルの「精
読」を行ったので，今年は「速読」を行ってみることにした。1 年間「精読」
を教えてみたことで，逆に，「速読」を無理やりやらせないと，学生の英語
力を十分に伸ばせないことに気づいたからである。去年「精読」で担当した
クラスは，専修大学で行われている能力別語学クラス編成の「中位」に位置
していたのであるが，英文テキストをほぼ完璧なまでに正確に読んで訳せる
学生が数人いたことに驚いてしまった。学生の現状より少しレベルの高い英
文を読ませる方が教育的効果は高いと判断し，高校の検定教科書などよりも
はるかにレベルの高い英文をテキストにしたので，「どうしてこれだけでき
る学生が『普通』クラスに入れられてしまったのだろうか？」という疑問が
湧いてきたのである。 
そこで，学生の読解力を多角的に測るために，去年の後期授業の最後数回
は，易しい英文を短時間で読み切る「速読」授業をやってみたのである。そ
うすると，面白いことに，「精読」授業の優等生は，素早く読んでトピック
を把握するタイプの作業に全く慣れておらず，第 1 文から「主語」「述語動
詞」「目的語」などといった「記号」をつけながら，丁寧に読もうとするあ
まり，制限時間内に全体を一読することさえできない有様であった。おそら
く，彼・彼女たちにとって，「読解」とは，「英文法」「構文」を意識しな
                                                                 
1 専修大学の英語必修科目は能力別のクラス編成になっており，上位から順に「発展」
「普通」「基礎」クラスがあるが，私が担当しているのは「普通」クラスである。 
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がら「分析的」に思考する作業であり，じっくり時間をかけて，1 文 1 文を
正確に日本語に置き換えることのみを意味してきたのだろう。こうした「分
析」に長けた学生は，「精読」しかできない・やらないという意味で「潔癖
症」なのであり，「分析」への意識レベルを下げることで，読むスピードを
上げる，一見「大雑把」な作業を嫌う傾向があるので，制限時間内に大量の
問題を解かなければいけない「実力判定」式のテストではあまりいい結果を
残せず，潜在能力よりも低いレベルに振り分けられてしまうのであろう。
TOEIC, TOEFL のように，大量の問題を解かなければならないテストでは，
論理的に考えて答えを出す人間よりも，目の前の問題に瞬時に反応できる「感
覚」の持ち主のほうが圧倒的に有利である(鳥飼 2002)。 
実は，指導する私こそが，こうした「分析」「論理」を重んじる「熟考」
型の人間なのであり，英語を苦手にしてきたのであるが，どうして英語力に
おいては実際の知的能力よりもはるかに低い評価に甘んじることになってし
まうのか，ずっと悩み不満に思ってきたのである。私は，中学生になっては
じめて英語に触れたのであるが，どのように勉強すればいいのかさっぱり分
からず，英語の授業が一番嫌いであった。ようやく大学受験間近になって，
「英文法」に出会い，これが最後のチャンスだと粘り強く取り組んだところ，
ゆっくりとではあるが，英文を読んで意味が分かるようになってきた。英語
が一番の苦手科目であった一方，数学が一番得意であり，「英文法」のよう
な一般法則をもとに，具体的な事象を演繹的に切り刻んでいく作業はとても
楽しかった。読書好きの高校生で，日本語にはちょっとしたこだわりがあっ
たこともあり，英文をじっくり読んでこなれた日本語に訳していく「精読」
は一番好きな勉強になった。 
しかし，大学に入学すると，「精読」式のやり方では通用しない場面に多々
ぶつかった。全学部統一科目である必修英語授業は，「読解」「リスニング」
から構成され，単位認定は期末試験のみで判定されるために，それまで勉強
したことのない「リスニング」でもそれなりの成績を取らなければ進級でき
ないことになってしまうのだった。授業で使用したリスニング教材はカセッ
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トテープで配布されていたので，それを聴いて英文を書きおこし，その英文
を和訳する，といった対策を取ったのだが，あまりうまくできずに，「どう
したらリスニングがうまくなるのだろう？」という疑問だけが残った。 
さらに大きな壁にぶつかったのは，英文科に進学してからのことである。
大学卒業までに何とか英語をものにしたいと，3 年生から英文科に所属する
ことに決めたが，予習として読まなければいけない英語テキストが膨大にあ
り，慣れ親しんだ「精読」式のやり方では，読めずじまいのテキストが大量
に出てきた。それ以上に，1 文 1 文を丁寧に読んでいくやり方では，たとえ
テキストを読み終わっても，全体として何を言おうとしているのか，全く分
からないままである，という難点があった。心情的には，ゆっくりとでも正
確に英文を読んでいきたかったのだが，同時に，読み残しが出ることも気持
ちが悪く感じたので，とりあえず課題のテキストは期限内に読めるスピード
で読み進め，それが再読に値するよいテキストだった場合には，再度「精読」
をすることに決めた。これが，私と英文「速読」との出会いであった。 
そして，この実体験をもとにして，「精読」という英語読解の基礎ができ
ている学生の力をさらに引き伸ばすために，今年は「速読」授業をやってみ
ることにしたのである。あとで気づいたことだが，「速読」からさらに「精
読」意識を弱め，読むスピードを速めていくと，「リスニング」に行きつく
ので，「リスニング」も含めた総合的な読解力を養成するためには，「速読」
は絶対にやっておきたい作業である。 
英文速読というと，やや易しめの英語で書かれた原書をひたすらに読み進
める「多読」方式もあるが，1 クラス約 40 人というサイズを考えると，それ
ぞれの学生がばらばらに作業をすすめていく「多読」では統制がとれないた
めに，指定した教材を教室内で時計を気にしながら読むスタイルで「速読」
してみることにした。毎回，約 500～600 語の英文を，最初は 4～5 分で，2
回目はワークシートの質問に答えながら 15 分で読むので，単純計算で，20
分で 1000～1200 語，1 分で 50～60 語，1 秒で 1 語読むことになる。このスピ
ードでは明らかに「速読」の名に値しないのだが，授業中の学生の反応を見
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てみると，これで「丁度よい」レベルであり，アンケートでも，ほぼ全ての
回答が「丁度よい」か「やや速い」というものであった。2 このあとに述べる
ように，教材の英文レベルが高めので，この「読みの遅さ」はある程度仕方
のないことなのかもしれないが，学生の到達度を考慮しつつ，改善していく
余地があるように感じている。 
 
1.2 使用教材 
使用教材は，『タイムズとガーディアンで読む今日の世界』（鶴見書店）
である。その名の通り，イギリスの高級紙をそのまま題材にしているので，
日本人大学生はおろか，社会人でも読むのに苦労することだろう。「速読」
「多読」では，学習者の英語力よりも易しい英文を読むのが基本なので，も
っと易しい教材を採用するほうが望ましいのかもしれないが，近年の英語教
育のキーワードである「実践的コミュニケーション」をややうがった形で解
釈して，ネイティブ向けに書かれたものを読んでこその実践だ，と考えたの
である。実際の英語運用場面で，日本人向けに書かれた易しい英語を読む機
会よりも，ネイティブに対して書かれた「生の英語」をそのまま読む機会の
ほうがはるかに多いだろう，ということである。いつでもどこでも世界中の
ホームページにアクセスできる「インターネット」がコミュニケーションの
手段になった現在では，なおさらのことである。この教材を選んだ理由は，
ネイティブの「英語そのもの」に慣れてほしいといったことに尽きるのであ
るが，やや難解な英文に接することで，頭から単語の日本語訳を当てはめて
いくだけの読み方では通用しないのだということ，文法・構文を使った「分
析的な読み」を通して英文の「書き癖」に慣れることこそが，将来の「速読」
「多読」につながるのだ，という外国語学習の基本を，学生に実感させたか
ったこともある。 
                                                                 
2 教養ある英語ネイティブは 1 分間に約 280 語読めるので，「速読」はそれ以上の速
さで読むことを意味する。日本人英語学習がこのスピードで読むのは難しいので，1
分間に約 200 語読むレベルを「速読」と定義してよいだろう(木村 2001)。 
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また，やはりこのレベルの教材になると，英文で扱われているトピックに
関する背景知識のあるなしで，英文の理解度が大幅に変わってくることも，
学生に伝えたいことの 1 つだった。教材は全 12 章から成っており，トピック
は 3 章ごとに大きなまとまり(Life and Style, Technology, Business, Environment)
を成している。大学の英語なので，文法や構文よりも，文脈把握力を鍛えて
いきたいというのが本音であり，とりわけ「すばやく読む」作業では，こう
した知識が文章理解の成否を分ける最大の要素と言ってもよいであろう。し
かし，英語という科目において，学生は「文脈」を軽視しがちであり，これ
はおそらく，英語は「内容」なのではなくて，「技術」「道具」にすぎない
という学生の（誤った）認識からくるのであろう。昨年度の「英語読解」で
は訳読式の授業を行ったが，ほとんどの学生は「構文」「日本語訳」といっ
たものについては熱心にノートをとっていた。一方で，実は教師が一番伝え
たい「内容」については，全く興味を示してくれず，非常に歯がゆい思いを
していた。もし英語が単なる「道具」にすぎないのならば，トピックを問わ
ず学生の正答率は一定のものになるはずだが，実際には各章ごとに正答率は
まちまちであった。担当した学生が経営学部の所属ということもあり，「ア
フリカ系英国人のスーパーモデル」のような（一見）｢軽い」内容の英文は正
答率が高かった一方で，「死体冷凍保存術」のような理科系の内容の英文に
ついては，ほとんどの学生が読みにくいと感じていた。そこで必要になる予
備知識とは，「水は液体よりも固体で体積が大きくなる」といった程度の「理
科」の初歩だったのであるが。 
ここで私が言いたいのは，学生は全てのトピックに興味を持ち，予備知識
を鍛えておくべきだ，ということではない。人にはそれぞれ個性があり，興
味の対象も異なるので，「理科」の話は受け付けないという学生がいても，
全く構わない。そうではなくて，「内容」に触れずして，英語は学びうると
いう思い込みのほうを問題にしているのである。このように，昨今の英語教
育には「内容」軽視の風潮があるので，来年度は「内容」重視の授業を展開
してみたいと考えている。「読む｣｢聴く」という受動的な作業ならばともか
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く，「書く」「話す」といった能動的な作業で，伝えるべき「内容」がなけ
れば，それは「コミュニケーション」の名に値しないだろう。また，「内容」
を重視するからこそ，普段から母国語である日本語で大量に情報を処理して
おくことも，外国語学習に大いに役に立つのだと示せるだろう。 
 
1.3 「単語リスト」の配布 
実際に授業をするにあたっては，20 分で 1000 語を読むために，英文の難
易度を下げなくてはならなかった。1 秒で 1 語読むスピードはかなり遅いと
はいえ，分からない単語に出くわす度に辞書を引いていたのでは，たとえ電
子辞書を使っても，このスピードで読むことはできない。また，新聞英語で
はほとんどの単語が未知の単語であることも予想していた。語彙や構文とい
った面で，いちいちつまずいていては，このスピードでも「速読」すること
はとてもできないので，英文理解の「下部構造」とでも呼ぶべき語彙・構文
に関しては，英文読解に取り掛かる前に，予めヒントを与えておくことにし
た。英文を読む 1 週前に「単語リスト」を配り，単語・熟語・構文の「日本
語訳」を調べて，そこに書き込んでくるように指示をした。（ちなみに，1
つのリストには 80 弱の項目を英語で書いておいた。）そして，教室では，こ
のリストを片手に，未知の単語の意味を一瞬で確認しながら，英文を読んで
いくのである。私は，自宅学習での「意味調べ」を重く見ていたので，これ
を宿題とし，学期末の評価に組み込むことを宣言しておいた。授業当日は，
宿題のチェックをしたあと，適宜学生を指名して，調べがつかなかった単語
があるかどうかを尋ねることにしている。学生は，たいてい，単語ではなく，
熟語や構文について質問してくるので，簡単な例文を用いて説明し，学生の
知識の拡充を図る。また，この「単語リスト」は，翌週の授業前に実施する
「単語テスト」の範囲でもあるので，学生もあまり遠慮することなく意味を
尋ねてくる。要するに，単語リストは 3 回の授業，2 週間に渡って使用する
ことになるのだ。 
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（表 1）英単語リストの使用スケジュール 
 
 
 
もちろん，「英単語リスト」のようなものを使用しながら英語を学習して
いくことは，本来的には正しくない。単語とは，それが使用されている「文
脈」と切り離して学習すべきものではなく，実際に英語を「読み」「書き」
「聴き」「話す」ことを通じて身につけていくべきものであるからだ。だか
ら，普段からこのような形で英語を学習している学生にとっては，「単語リ
スト」など無用の長物でしかないし，さらに，それが宿題として評価の対象
になるのでは，しなくてもいい勉強を無理やりさせられていることになるだ
ろう。とはいうものの，このような「理念」にとらわれていては，英語学習
に対するモチベーションが必ずしも高くない学生を含む，40 人から成る必修
授業をうまく運営していくことは難しいと思われる。実際のところ，大学で
の授業時間以外に英語に触れている学生はほぼ皆無なので，最初からあまり
ハードルを高く設定してしまうと，クラス全体での学習効果は減じてしまう
ように感じている。教師にとって，「単語リスト」の作成は苦肉の策なのだ
が，学生の授業評価ではこの部分（とその確認テスト）が高くなっているの
は，何とも皮肉な事態である。 
 
1.4 「ワークシート」への解答 
学生と単語の確認をしたあと，英文を読んで答えるべき設問を示した「ワ
ークシート」を配布している。それぞれのワークシートは 3 つの問いからで
きているので，まず問いを読んでおおまかなトピックを把握したあと，本文
を一度ざっと読んでみる。このときの指示としては，単語リストは見ない，
辞書は使用しない，分からない箇所はどんどん飛ばしてとにかく制限時間内
に最後まで一読する，その際に問いの解答箇所が見つかれば，そこにチェッ
クをしておく，ということである。出版社から教師用の CD をいただいてい
第１週 英単語リスト１　配布
第２週 英単語リスト１　宿題チェック 英単語リスト２　配布
第３週 英単語リスト１　小テスト 英単語リスト２　宿題チェック 英単語リスト３　配布
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るので，それの音読時間を制限時間（約 4 分）にした。音読のスピードは「ナ
チュラル」より若干遅め程度なので，かなり厳しいスピードではあるのだが，
1 つの努力目標として，この時間を設定してみることにした。授業開始当初，
この時間設定は無謀であるようにも見えたが，この原稿を書いている後期と
もなると，実力のある学生はこの時間で読み切るようになってきた。3 
本文をもう一度読み返す時間は 15 分与えている。500 語の英文を読む時間
としてはあまりにも長すぎるが，この時間には「ワークシート」に解答する
作業時間も含まれている。この「ワークシート」は，日本語の問いに対して
日本語で解答するようになっている。昨今の流行りに従うと，「ワークシー
ト」は英問英答式にすべきなのではあるが，これはなかなか難しい。ベスト
は英語で解答させ，しかもその解答は本文の抜き書きそのものではなく，自
分なりの表現で言い換えさせることなのだが，これには相当高度な知力が必
要になる。したがって，学生の解答は本文をそのまま引き写したものになっ
てしまうのだが，これを認めてしまうと，学生がどの程度本文を理解してい
るのかが全く分からなくなってしまう。というのは，勘のいい学生は，うま
くキーワードだけを探り当て，内容が分からずとも，そこが解答箇所である
ことだけは理解してしまうからだ。そういう学生は作業が速いので，作業時
間内に個別に理解度をチェックできるのであるが，こちらの予想通り，ほと
んど内容を理解できていない。このように，英語から英語へのパラフレーズ
は難しいので，英語から日本語へのパラフレーズを求めているのだが，理解
度の高い学生の日本語はより具体的で本文の論理展開について行っているこ
とを示し，そうでない学生のそれは，本当に本文を読んだのかと疑わしくな
るほど，不明瞭で脈絡の無い言い方になっている。 
ひょっとすると，こうした勘の鋭い学生をも煙に巻くような設問を作ろう
と思えば作れるのかもしれないが，そうすると，いきおい，本文の論理展開
とはあまり関係のない瑣末な事項を問うだけのものになったり，設問の解答
                                                                 
3 私が担当している「英語読解」クラスは，半期ごとに単位認定を行う科目であるが，
クラスを構成する学生に関しては，通年で受け持つことになっている。 
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に高度の思考力を要する難易度の高いものになったりしそうなので，今のと
ころ，そういう設問作りは全く考えていない。誰も正解できない問題や全員
が正解できる問題を作ってしまうのは，教師としての無能さを証明するもの
でしかない，と堅く信じているからだ。ただし，「全員が正解できる設問」
というのは，学生全員に授業参加の機会を与えるために，毎回 1 題作成する
ように心がけている。原稿を書いている現在，テキストの第 7 章前半を扱っ
ているが，ここでのトピックは「大企業と環境問題」である。私の作った設
問は，「Q1：筆者によると，大企業は社会の敵だということですが，どうし
てそのように言えるのですか？」「Q2：Marks and Spencer の環境への取り組
みはどんなものになりそうですか？」「Q3：大企業が環境問題に取り組み始
めたことは，自由市場の勝利だけでなく，政治の敗北を意味する ，とありま
すが，これを分かりやすく説明しなさい。」というものであるが，このうち
2 番目の設問が最も解答しやすいものになっている。なぜなら，本文を読ん
で，Marks and Spencer で始まる英文を見つけ日本語訳するだけで解答になる
からだ。解答箇所の英語も易しく，文法・構文知識が全く無かったとしても，
辞書の訳語をつなぎ合わせるだけで意味の通る箇所であり，15 分の間に，こ
れさえも解答できないのであれば，それは能力の問題ではなく，意欲の問題
だと判断してよいだろう。 
時間が来たら，学生を指名して解答を発表させ，簡単に解説する。そのあ
と，印刷した解答を配るが，紙資源節約のためにその裏に次週までの宿題と
なる「単語リスト」が印刷してある。同時に，テキスト本文の全訳も配って
おく。最後に，構文の難しい英文を 2 つ 3 つ選んで解説をしていく。こうし
た英文を選ぶときの基準は，「関係代名詞目的格の省略」「分詞構文」を含
むものであることが多い。ここまでの作業で，ほぼ 90 分を使っているのが現
状である。 
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（表 2）授業のタイムテーブル 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2. アンケート（自己評価リスト） 
「英語読解」は通年での開講なので，半期が終わったところで，「自己点
検シート」とでもいうべきアンケートを学生に対して行った。このアンケー
トでは，「速読の時間設定は適切か｣｢速読を通して，語彙・構文・文脈把握
力で何か思うところはあったか｣｢授業への要望｣｢1 週間の英語学習時間」
「現在・過去における英語学習の目標｣｢最近，英語の必要性を感じたことは
あったか」といった項目を立ててみた。 
先述したように，時間設定については，「丁度よい｣｢やや速い」との回答
が圧倒的であった。もちろん，望ましい回答は「遅い」であるが，「やや速
い」という回答が多数を占めていることを好意的に解釈すれば，このペース
でも学生にとっては「速読」の名に値するということになるだろう。 
「単語｣｢構文｣｢文脈」に関しては，この順番で学生の関心が高かった。「単
語」の回答欄はだいたい埋められているが，「文脈」のそれはほぼ白紙に近
かった。回答はだいたいどれも「語彙力の無さを実感した｣｢(大学）受験生だ
った頃よりも英語力が落ちていると思った」といった内容だった。教師とし
て一番楽しみにしていたのは「文脈」の回答だったのだが，「英文を速読す
るのには，単語・構文だけでなく，文脈の知識も大切だと分かりました。こ
れから，日本語でも英語でもどんどん読書をして知識量を増やしていきたい
0-5分 英単語テスト
5-7分 宿題チェック
7-15分 英単語リスト解説
ワークシート配布
15-20分 テキスト速読
20-35分 ワークシート解答
35-55分 ワークシート答え合わせ
テキスト日本語訳配布
55-90分 英文構造解説
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と思います」といった回答は皆無だった。昨年度に引き続き，今年度の学生
も「文脈」に対する感度が低いのであるが，これはおそらく日本の英語教育
が「結果」重視であることから来ているのかもしれない。日本の学生が英語
を学習するときの最大のモチベーションは，高校・大学入試や TOEIC, TOEFL
といったテスト受験であり，英語学習がこうしたものによってはじき出され
る偏差値やスコアと切り離せない以上，彼らが英語を単なる技術・道具だと
思いこんでしまうのも仕方のないことであろう。 
「授業への要望」は，言いにくさもあるのか，あまり回答がなかった。そ
の中で複数回答があったものは「速読をしているときに，ヒントなどを話さ
ないでほしい。集中力が途切れるので」といったものだった。その通りだと
思う。面白いと思ったのは，｢(授業は役に立つけれども，）リスニングもし
てみたい」という回答だった。「速読」は，「リスニング」との親和性が高
い作業なので，このあたりに授業改善のヒントがあるように思う。 
「1 週間の英語学習時間」という項目の回答はだいたい予想通りだった。
大学の英語科目以外の時間で英語を学習することはほとんどないようである。
単語テストの結果は悪くないので，もう少し勉強しているだろうと思ってい
たのだが，まずまずの量の作業を短時間で済ませてしまうほど，学生は「要
領がいい」ようだ。ただし，これではせっかく学習したことも翌週までには
すっかり忘れてしまっているだろうし，こうしたことを見越してもいたので，
単語リストには重要語彙は何度でも載せることにしている。 
「現在・過去における目標」で目立った回答は，「TOEIC で高スコアを取
って就職活動に役立てる｣｢大学受験｣｢外国人とコミュニケーションをとりた
い」といったものだった。ある意味で，民間大企業・英語教育産業などの思
惑がそのまま反映されている回答である。4 
                                                                 
4 政府が「英語教育熱」をあおることの主な狙いは，英語教育産業を通じて内需拡大
をはかること，財界からの要請に応えることである(寺島 2009)。また，グローバル
化する大企業から構成される日本経済団体連合会は，政府作成の(英語)教育戦略に
大きな影響を及ぼしており，その項目の 1 つが，TOEIC, TOEFL など資格試験を評
価基準として取り入れることである(江利川 2009)。 
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「最近，英語の必要性を感じたことはあるか」という最後の問いには，「外
国人に話しかけられたことなどないから，必要性は感じていない」といった
回答を期待していた。しかし，驚いたことに，学生は外国人と接する機会を
それなりに持っていたのである。何でも，アルバイト先に客として外国人が
やってきたために，応対する羽目になった，というのである。ちなみに，私
自身は，アメリカ留学から帰国して 2 年になるが，その間に大学以外の場所
で外国人に話しかけられたことは 1 度もない。 
 
3. 後期あるいは来年度授業に向けて 
アンケートの結果を受けて，後期から授業の最後にリスニングをすること
にした。それまでは日本語訳を英文構造解説の前に配っていたのであるが，
これを解説の後に配り，ざっと速読させた後で，教師用の CD を聴かせるの
である。リスニングは，日本語を介在させず，意味が分かるまで何度も繰り
返すことが望ましいようで，私もこの主張に賛成するが，一斉授業でこれを
やるのは物理的にも精神的にも厳しいし，個人的にも，初学者のレベルでは，
日本語での補助がないと，単なる音の羅列（＝ほとんど「雑音」）を聴いて
いるようなものであり，何度も繰り返す気にはなれなかった経験のほうを重
く見ることにした。リスニングをやり始めたといっても，ここでの意図は本
格的なリスニング指導をすることではなく，構文把握に徐々に慣れてきてい
るので，この解説時間を減らしていきたいことと，「速読」で必要になるス
ピードの目安を示すことにある。 
今後の「速読」授業に向けて，一番必要なのは，「文脈」指導を改善して
いくことだと自分では捉えている。この授業において一番の失敗は，「時事
問題」に関する，教師と学生の知識量の違いをかなり甘く見積もっていたこ
とである。ふつう，両者には「世代」の違いがあるので，同じ時間に同じ場
所にいながら，「時空間」を共有していないことがありうるのである。特に，
私はアメリカ文学を専攻している一方で，学生の専門は経営学なので，両者
はあまり「コンテキスト」を共有していないように思われる。こうしたギャ
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ップの「架け橋」となるのが教科書なのであるが，以前の私は，この「教科
書」さえあれば，一時的に「コンテキスト」の差異を解消できる，と安易に
考えてすぎていたきらいがある。 
要するに，私は，教科書の力を借りて，一時的に「ハイ・コンテキスト」
状況を作り出して，学生との間にコミュニケーションを成立させたかったの
であるが，学生の教養レベルでは内容的に歯が立たないことも多く，うまく
そのような状況を作り出すことができなかった，ということである。このこ
とで責められるべきは，甘い認識しか持っていなかった教師の私である。し
たがって，教科書と学生の知的レベルの差を解消するために，背景知識の導
入から授業を始めたい，と思っている。教科書第 7 章は，イギリスにおける
「政治」と「大企業（流通業)｣の関係を論じたセクションであるが，まずは
日本における似たような話，「政治献金」や「大型店舗規制法」の紹介から
授業を始めるのである。こうした導入は，英語ではなくて，日本語で行うつ
もりである。導入をも英語で行ってしまうと，文章理解へのハードルをむや
みに上げることにしかならないし，私自身は，日本人教官が担当する英語授
業を全て英語で行う必要はないと信じているからだ。 
「速読」授業を展開するにあたって目下の悩みは，配布プリントが多く，
その準備に時間がかかる，ということである。とりわけ，全てのプリントを
いちいち紙媒体で配布することは，印刷に時間はかかるし，配布にも手間取
るし，コスト・環境面でも優しくない，といった欠点がある。しかし，現在
多くの大学で導入されている CALL システムを活用できれば，こうした欠点
も解消できるように思っている。英語の授業なので，英語で書かれた「単語
リスト」だけは印刷したものを配ることにして，「イントロ｣｢ワークシート」
「解答｣｢日本語訳」といった日本語で書かれたものについては，文書ファイ
ルをそれぞれのパソコン画面で開かせて使用できれば，授業運営は相当楽に
なりそうである。 
最後に確認しておくと，こうした「速読」作業で一番伸びるのは，「精読」
という英文読解の基礎がある程度できている学生である。そのような学生は，
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わずか半年でもこれほどまでに伸びるものかと感心してしまうのであるが，
多くの学生については，まだまだ「精読」の力が弱い。そういう意味では，
大学での発展学習が可能になるように，それ以前の段階では英文「精読」能
力だけでも徹底的に鍛え上げておいてほしいものであるが，そうしたことが
ほとんど期待できない昨今の事情を考え合わせると，前期は徹底して「精読」
を行い，後期から「速読」に取りかかる授業運営も，その効果を検証してい
かなければならないだろう。 
 
参考文献 
江利川春雄．(2009)．「主権『財界』から主権『在民』の外国語教育政策へ」，
『危機に立つ日本の英語教育』，大津由紀雄（編著），東京：慶應義塾
大学出版会 
木村松雄．(2001)．「読むことの指導」，『新しい英語科教育法』，伊村元
道，茂住實男，木村松雄（編著），東京：学文社 
寺島隆吉．(2009)．『英語教育が亡びるとき』，東京：明石書店 
鳥飼玖美子．(2002)．『TOEFL・TOEIC と日本人の英語力 資格主義から実
力主義へ』，東京：講談社現代新書 
